
住宅用火災警報器の効果
平成25年から平成27年までの３年間における失火を原因とした住宅防火について、
火災報告を基に、住宅用火災警報器の効果を分析。

死者数、焼損床面積及び損害額を見ると、住宅
用火災警報器を設置している場合は、設置して
いない場合に比べ、死者は２/３、焼損床面
積、損害額は概ね半減

住宅用火災警報器を設置すれ
ば、火災発生時の死亡リスクや
損失の拡大リスクが大幅に減少
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＜住宅火災100件当たりの死者数＞ ＜焼損床面積＞ ＜損害額＞

（人／火災100件） （㎡／火災１件） （千円／火災１件）


